[image: image1.emf]7.7%

26.4%

15.4%

35.2%

13.2%

2.2%

3.1%

24.0%

12.9%

33.6%

19.0%

7.4%

2.3%

32.3%

17.9%

27.5%

14.7%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40%

わからない

そう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

そう思う

働いていた

働いていなかった

覚えていない

第３章　男女共同参画意識に与える影響について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

前章において、本調査対象の高校生の男女共同参画意識については、家事の役割分担への理解は進み、「男は仕事、女は家庭」という固定的な意識は薄れている現状ではあったが、一方で「女らしく、男らしく」といった意識や「子どもが３歳ぐらいまでは母親が育てるべき」という考えは依然として残っている状況もうかがえた。

そこで本章では、こうした高校生の男女共同参画意識がどのようなことから影響を受けている可能性があるか、また、男女共同参画意識は将来の進路や働き方を考える際の一つの指標となり得るのかを探るため、男女共同参画意識に関する項目を使ってクロス集計を行い、検討を試みた。
１　対象とする質問項目について
(1) 男女共同参画意識に関する項目
本調査では質問項目の中で、①「女らしい振る舞い、男らしい振る舞いをしたほうがよい」、②「女性も男性も役割分担して、家事・育児に積極的に関わるべきだ」、③「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」、④「子どもが３歳ぐらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という、男女共同参画に関する４つの意見に対する意識をたずねている。

本章では、このうち、内閣府や他の男女共同参画に関する調査においても使用されることが多い③と④の２つの意見を中心にクロス集計を行った。
(2) 男女共同参画意識との関連を確認するための項目

　ア　男女共同参画意識への影響
男女共同参画意識に対しては、家庭環境や保護者の男女共同参画意識など、子供のころからの周囲の状況や、学校生活の中での学習の状況、また、男女共同参画に関して見本となる人物が周囲にいるかどうかなどが、影響を与えていることが想定される。そこで、本調査の質問項目の中から次の５項目を選定して、クロス集計を行った。

・　小学生のころの女性の保護者（母親等）の勤務状況

・　小学生のころの家事の担い手の状況

・　「男女共同参画」についての学習状況
・　ロールモデルの有無

・　保護者の男女共同参画意識の状況
　
　イ　将来に向けた選択と男女共同参画意識との関連
進路などの将来に向けた選択に当たっては、男女共同参画意識と何らかの関連があることが考えられる。そこで、次の５項目についても合わせてクロス集計を行った。

・　将来つきたい職業

・　進学先として考えている専門分野

・　将来家庭を持った場合の家事の担い手
・　将来の生活設計
・　理想と考える働き方

２　小学生のころの女性の保護者の勤務状況
回答者本人が小学生のころ、女性の保護者が働いていたかどうかによる違いが男女共同参画意識に影響を与えている可能性があるかどうかを確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

女性の保護者が「働いていた」人は「働いていなかった」人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高かった。
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図3-1　女性の保護者の勤務状況（「夫は外、妻は家庭」）
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なお、本調査では、女性の保護者が「働いていた」と回答した人に対して、『女性の保護者が職業を持っていたことについてどう思っていたか』をたずねているが、その項目を使って、意識の違いを確認してみた。
女性の保護者が働くことを肯定的に捉えていた人（「女性が職業を持っていることはあたりまえと思っていた」、「いきいきと働いている姿を見て良いと思っていた」）は、「仕事のあと家事をするのは大変と思っていた」、「さびしいので家にいてほしいと思っていた」と回答した人を比べると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して、否定的な意識を持っている人の割合が高いことがわかる。こうしたことから、女性の保護者が「働いていた」という状況は同じであっても、それについてどのように感じているかによって男女共同参画意識に与える影響が異なってくると考えられる。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

女性の保護者が「働いていた」人は「働いていなかった」人と比較して、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対しては、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、「働いていなかった」人は、肯定的な意識の人（「そう思う」）の割合が高かった。このように、子供のころの経験が意識の違いに影響を与えている可能性がうかがえる。
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３　小学生のころの家事の担い手の状況
小学生のころ、家族の中で主に誰が家事を行っていたかによる違いが男女共同参画意識に影響を与える可能性があるかどうかを確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

「主として女性の保護者が行っていた」と回答した人は、「主として男性の保護者が行っていた」、「両者で協力して行っていた」と回答した人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見については、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が高かった。一方、「両者で協力して行っていた」と回答した人は、「主として女性の保護者が行っていた」と回答した人と比較して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高かった。

[image: image4.emf]18.2%

15.2%

24.2%

18.2%

15.2%

9.1%

1.0%

35.7%

19.4%

29.1%

10.2%

4.1%

7.1%

50.0%

14.3%

14.3%

7.1%

0.0%

2.9%

27.2%

14.9%

31.3%

17.6%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

わからない

そう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

そう思う

主として女性の保護者

主として男性の保護者

両者で協力

覚えていない


なお、本調査では、家事について「主に男性の保護者が行っていた」、「両者で協力して行っていた」と回答した人に対して、『男性の保護者が家事を行っていたことについてどう思っていたか』をたずねているが、その項目を使って意識の違いを確認してみた。

「男性が職業を持っていることはあたりまえと思っていた」と、男性が家事をすることについて肯定的に捉えている人は、「仕事のあと家事をするのは大変と思っていた」と回答した人と比べると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して、否定的な意識を持っている人の割合が高いことがわかる。男性の保護者が家事に参加している状況であっても、それについてどのように感じていたかによって男女共同参画意識に与える影響が異なってくる可能性がうかがえた。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

「主として女性の保護者」が家事を行っていたと回答した人は、「主として男性の保護者」、「両者で協力」と回答した人と比較して、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見について、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が高かった。一方、「主として男性の保護者」、「両者で協力」と回答した人は、「主として女性の保護者」と比べて、この意見に対して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高かった。ここでも、自分の子供のころの経験が意識の違いに影響を与えている可能性がうかがえる。
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４　「男女共同参画」についての学習状況
次に、男女共同参画に関する学習経験の有無による違いが男女共同参画意識に影響を与える可能性があるかどうかを確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

男女共同参画に関して「学んだことがある」人は、「学んだことはない」人、「わからない」と回答した人と比べて、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見については、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高くあらわれていた。
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また、本調査では、男女共同参画について「学んだことがある」人に対して、その内容を理解できたかどうかたずねているが、その理解度による意識の違いを確認したところ、「理解できた」、「ある程度理解できた」と回答した人は、「理解できなかった」、「あまり理解できなかった」と回答した人と比較して、この意見に対して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が低かった。

以上のことから、本調査では、男女共同参画について学習経験のある人、その内容を理解している人の方が、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して否定的な意識を持っていることがわかった。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対する意識については、男女共同参画についての学習経験の有無による違いは明確にはあらわれなかった。
また、男女共同参画に関する理解度の差についても、この意見に対する意識の違いははっきりとはあらわれなかった。なお、一部ではあるが、男女共同参画の内容を「あまり理解ができなかった」人が、この意見に対して「そう思う」と肯定する割合が他より高いといった違いが見受けられた。
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５　ロールモデルの有無
本調査では、『「仕事も家事・育児も積極的に取り組んでいる人」と言われて思い当たる人がいるか』をたずねているが、こうした見本となるロールモデルの有無が男女共同参画意識に影響を与える可能性があるかどうかを確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

ロールモデルについて「思い当たる人がいる」と回答した人は、「思い当たる人はいない」と回答した人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対しては、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が低かった。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

ロールモデルについて「思い当たる人がいる」と回答した人は、「思い当たる人がいない」と回答した人と比べて、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対する意識については、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高かった。また、「思い当たる人がいない」と回答した人は、回答を留保する人（「どちらともいえない」、「わからない」）の割合が「思い当たる人がいる」人よりも高かった。
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６　保護者の男女共同参画意識の状況
本調査では、男女共同参画意識に関する意見について、『自分の保護者がどのように考えていると思うか』をたずねている。そこで、女性の保護者、男性の保護者のそれぞれについて、保護者の意識が生徒本人の意識に影響を与える可能性について、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対する意識を用いて確認した。

その結果、女性の保護者、男性の保護者のいずれについても、「そう思っている」と回答した人では、本人も「そう思う」と同様の意識を持っている人の割合が高いことがわかった。
この状況は、「どちらかといえばそう思う」、「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」、「わからない」のいずれの回答についても同様にあらわれており、保護者の意識と本人の意識が同じである人の割合が高いことがわかった。

調査結果から、保護者の意識が子供の意識に影響を与え、保護者の固定的な役割分担意識が強い場合には、その子供もそうした意識が強くなる可能性が考えられる。
【女性の保護者】
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【男性の保護者】
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７　将来つきたい職業
次に、職業選択など将来に向けた選択と男女共同参画意識の関連性について確認するためにクロス集計を行った。
まず、現時点で将来つきたい職業がある人とまだ決まっていない人で違いがあるかどうかを確認してみた。
○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対しては、既につきたい職業がある人は、まだない人（「考えているがまだわからない」、「まだ考えたことがない」）と比べて、「そう思わない」という否定的な意識の人の割合が高かった。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」に対する意識について、現時点で将来つきたい職業がある人とまだ決まっていない人で違いがあるかどうかを確認してみたが、大きな違いは見受けられなかった。
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８　進学先として考えている専門分野
本調査において『進学を考えている専門分野』をたずねたところ、女子では「文系」が60.5%、「理系」が19.2%と大きな差が生じていた。そこで、進学先として考えている専門分野の選択と男女共同参画意識の関連性を女子について確認してみる。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

進学先として理系への進学を考えている女子は、文系への進学を考えている女子よりも「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が低かった。
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○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

理系への進学を考えている女子は、文系への進学を考えている女子よりも「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」との意見に対して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が低かった。
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これらのことから、本調査においては、理系への進学を考えている女子の方が男女の固定的な役割分担意識が低いことがうかがえる。
９　将来家庭を持った場合の家事の担い手
本調査では、『将来、家庭を持ったとしたら、家事を主に誰がするのがよいと考えるか』とたずねているが、こうした将来の家事分担に対する意識と男女共同参画意識との関連について確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

将来家事は、「主として妻がするのがよい」、「どちらかというと妻がするのがよい」と回答した人は、｢夫と妻が同じくらい分担するのがよい｣と回答した人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対しては、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が高く、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が低かった。


[image: image19.emf]23.4%

34.4%

3.1%

26.6%

6.3%

4.7%

2.4%

45.6%

18.5%

20.7%

10.5%

2.2%

0.0%

42.9%

14.3%

28.6%

14.3%

0.0%

0.0%

40.0%

0.0%

60.0%

0.0%

0.0%

1.3%

21.4%

19.5%

38.7%

14.6%

4.2%

1.6%

13.1%

8.6%

30.2%

32.7%

13.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

わからない

そう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

そう思う

主として妻

どちらかというと妻

主として夫

どちらかというと夫

夫と妻が同じくらい分担

わからない


○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」

家事は「主として妻がするのがよい」、「どちらかというと妻がするのがよい」と回答した人では、他の回答の人と比べて「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が高く、否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が低かった。
また、｢夫と妻が同じくらい分担するのがよい｣と考えている人をみると、「主として妻がするのがよい」と回答した人と比べると、この意見に対して否定的な意識の人（「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」）の割合が高く、肯定的な意識の人（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」）の割合が低いという傾向がみられた。
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このように、将来の家庭での家事分担の姿に男女共同参画意識が影響を与える可能性があることがうかがえた。
10　将来の生活設計
本調査では、『将来の自分の生活について、どのくらい先のことを考えているか』とたずねているが、こうした将来の生活に対する現時点での意識と男女共同参画意識の関連性について確認した。

その結果、男女共同参画意識について、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」のいずれの意見においても、将来の生活設計についての意識との関連性は特段認められなかった。
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11　理想と考える働き方

次に、将来の理想とする働き方に関する現時点での意識と、男女共同参画意識との関連性について確認した。

○　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」

将来「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」と「できれば仕事はせず、家庭で家事・育児をしていたい」と回答した人は、その他の項目に回答した人と比べて「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という考え方について、「そう思う」と回答した人の割合が高かったことが特徴的であった。

そこで、これを男女の回答者別に比較してみると、女子の場合には、「できれば仕事はせず、家庭で家事・育児をしていたい」と回答した人についてこの考えを「そう思う」と回答した人の割合が高く、男子の場合には「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」と回答した人についてその割合が高くなっている。本調査結果だけでは断定することはできないが、男性の場合には、自分（夫）が経営者や管理者として仕事に専念するためには、女性（妻）には家庭を守ってもらいたいという意識があり、女性の場合には、男性（夫）に働いてもらって、自分（妻）は家庭で家事・育児に専念したいという意識が働いている可能性が考えられる。
また、「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」と回答した人について男女別にみると、女子では「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という考え方について「そう思わない」と否定的な意識の人の割合が「そう思う」と肯定的な人の割合に比べて大きく上回っているのに対し、男子では「そう思う」と肯定的な人の割合が若干ではあるが高くなっている。
一方、「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方をしたい」と回答した人について男女別に見ると、女子とともに男子も「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という考え方について、「そう思わない」と否定的な意識の人の割合が「そう思う」と肯定的な人の割合に比べて上回っていることがわかる。
以上のことから、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という固定的役割分担意識が将来の理想とする働き方に対して影響を与えている可能性がうかがえる。



【女性回答者】

　　　　　　　
　


【男性回答者】　　

[image: image23.emf]21.4%

10.7%

14.3%

35.7%

8.9%

7.1%

0.0%

50.0%

25.0%

0.0%

0.0%

25.0%

2.0%

30.5%

20.2%

23.2%

19.2%

4.9%

1.6%

26.6%

17.2%

34.4%

12.5%

7.8%

3.6%

22.5%

11.8%

39.1%

17.2%

5.3%

4.4%

14.4%

15.6%

30.0%

16.7%

17.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

わからない

そう思わない

どちらかといえばそう思わない

どちらともいえない

どちらかといえばそう思う

そう思う

経営者や管理職となるよう努力

自分にあった仕事を長く

家庭生活の充実を第一

仕事と家庭を両立

家庭で家事・育児

わからない


○　「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」
将来｢家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい｣、「できれば仕事はせず、家庭で家事・育児をしていたい」人は、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見について、「そう思う」と肯定的な意識の人の割合が高かった。一方、「そう思わない」とする回答は、理想の働き方の選択肢の中で、それほどの違いは見られなかった。
以上のことから、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」と考えている人は、将来の働き方を考えるにあたっても、仕事よりも家庭を優先的に考えている人の割合が高いことがうかがえる。
なお、男女別の意識をみても、同様の状況であった。
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【女性回答者】
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【男性回答者】
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12　主な分析結果から
本章では、本調査の結果から、高校生の男女共同参画意識がどのようなことから影響を受けているのか、また、男女共同参画意識は将来の進路や働き方など将来に向けた選択と関連があるのかを探るため、男女共同参画意識に関する項目のうち、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」を使ってクロス集計を行った。その主な分析結果は以下のとおりである。

◆　小学生時に女性の保護者が働いていたことの影響

小学生のころ、女性の保護者が働いていた人は、働いていなかった人と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して、否定的な意識の人の割合が高くなることがわかった。このように、自分の子供のころの経験が、意識の違いに影響を与えていることがうかがえる。
また、女性の保護者が働いていたことについてどのように感じていたかによって、男女共同参画意識に与える影響が異なってくることがうかがえた。

◆　小学生時の家事の担い手の影響

小学生のころ、家族の中で女性の保護者が主に家事を行っていた人は、そのほかの人と比較すると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して肯定的な人の割合が高く、女性の保護者と男性の保護者が協力して行っていた人は、他の人と比較して否定的な人の割合が高かった。
また、男性の保護者が家事に参加している状況であっても、それについてどのように感じていたかによって、男女共同参画意識に与える影響が異なってくることがうかがえた。

◆　「男女共同参画」に関する学習経験の影響

男女共同参画について学習経験のある人、その内容を理解している人の方が、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して否定的な意識を持っていることがわかった。一方、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対する意識については、男女共同参画についての学習経験の有無による違いは明確ではなかった。

◆　ロールモデルの有無の影響

仕事も家事・育児も積極的に取り組むことに対する見本となるロールモデルがいる人は、いない人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して否定的な意識の人の割合が高かった。

◆　保護者の男女共同参画意識の影響

保護者が与える影響については、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対する保護者の意識と本人の意識が同じである人の割合が高いことがわかった。このことから、保護者の意識が子供の意識に影響を与えている状況がうかがえ、保護者の固定的な役割分担意識が強い場合には、その子供もそうした意識が強くなる可能性が考えられる。

◆  将来つきたい職業の有無と夫婦の役割分担の意識
将来つきたい職業が既にある人は、まだない人と比べて「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という意見に対して否定的な意識の人の割合が高かった。

このように、将来の職業選択の時期と男女共同参画意識に関連があることがうかがえる。

◆  進学先として考えている専門分野と夫婦の役割分担の意識
理系への進学を考えている女子は、文系への進学を考えている女子よりも「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して否定的な意識の人の割合が高くあらわれていた。

このことより、理系と文系という専門分野の選択と男女共同参画意識には関連がある可能性が考えられる。
◆　将来家庭を持った場合の家事の担い手と夫婦の役割分担の意識
将来、家庭を持った場合の家事の担い手について、主として妻又はどちらかというと妻がするのがよいと考えている人は、夫と妻が同じくらい分担すべきと考えている人と比較して、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して肯定的な意識の人の割合が高くあらわれていた。一方、夫と妻が同じくらい分担すべきと考えている人では否定的な意識の人の割合が高かった。
このように、家庭を持った場合の家事分担の姿に、男女共同参画意識が影響を与えることがうかがえた。

◆　将来の生活設計と夫婦の役割分担の意識
将来の生活設計の見通しについては、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」のいずれの意識においても、関連性は認められなかった。
◆　理想と考える働き方と夫婦の役割分担の意識
将来の理想と考える働き方と夫婦の役割分担意識の関連を、男女別でみると、「経営者や管理職となるよう努力し、仕事で自分の力を発揮したい」とした人では、女子は「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という考え方について否定的な人の割合が肯定的な人の割合に比べて大きく上回っているのに対し、男子では肯定的な人の割合が若干ではあるが高くなっていた。
一方、「仕事と家庭を両立し、どちらも充実した生活のできる働き方をしたい」とした人では、男女ともに、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という考え方について否定的な人の割合が高かった。

これらのことから、夫婦の役割分担に関する意識と将来の理想的な働き方に関する意識には関連性があることがうかがえた。

また、｢家庭生活の充実を第一に考え、仕事は無理のない範囲でしたい｣、「できれば仕事はせず、家庭で家事・育児をしていたい」とした人では、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」という意見に対して肯定的な人の割合が高かった。このことから、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい」と考えている人は、将来の働き方を考えるにあたっても、仕事よりも家庭を優先的に考えている人の割合が高いといえる。

以上、本調査の分析結果だけで結論を導き出すことはできないが、高校生の男女共同参画意識に影響を与えている要因を検討する際の材料として、これらの結果は参考となるものと考える。

例えば、保護者の影響、特に、子どものころの女性の保護者の就業状況や家庭における家事分担の状況などが、その後の意識に影響を与えていることがうかがえる。
また、ロールモデルが周囲にいることも影響への要因の一つと考えられ、現在は、保護者がその役割を担っているとしても、今後、多様で身近なロールモデルを提供することが必要と考えられる。
そのほか、男女共同参画に関する学習は固定的な役割分担意識の解消には一定の効果があることがうかがえるが、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という意識と、「子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念すべき」という意識では若干異なる結果になっていることから、これらの関係性についてより詳細な検討が求められる。
また、男女共同参画意識と将来の進路や働き方の選択に関連性があることも見受けられた。

こうしたことから、本調査の分析結果を踏まえた今後の本県の施策の方向性について、第５章であらためて検討する。
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（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





図3-19　家事の担い手（「夫は外、妻は家庭」）
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（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





図3-18　進学先として考えている専門分野（「育児に専念」）








図3-17　進学先として考えている専門分野


（「夫は外、妻は家庭」）














図3-3　女性の保護者の勤務状況（「育児に専念」）











（将来つきたい職業）
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図3-16　将来つきたい職業（「育児に専念」）














（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）
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（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





図3-5　男性が家事を行っていたことについての受け止め方


（「夫は外、妻は家庭」）





図3-12　ロールモデルの有無（「育児に専念」）
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図3-11　ロールモデルの有無（「夫は外、妻は家庭」）














（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





図3-15　将来つきたい職業（「夫は外、妻は家庭」）
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図3-14　男性の保護者の男女共同参画意識


〈「夫は外、妻は家庭」）
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図3-13　女性の保護者の男女共同参画意識


（「夫は外、妻は家庭」）














（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）
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図3-2　女性の保護者が職業を持っていたことの受け止め方


（「夫は外、妻は家庭」）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（女性の保護者の勤務状況）


働いていた n=727


働いていなかった n=458


覚えていない n=91





【子どもが３歳くらいまでは、母親は育児に専念するほうがよい】





【夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】











（小学生のころの家事の担い手）


主として女性の保護者 n=1005


主として男性の保護者 n=14


両者で協力 n=196


覚えていない n=33





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





図3-4　小学生のころの家事の担い手（「夫は外、妻は家庭」）





（女性の保護者の勤務状況）
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図3-10　男女共同参画への理解（「育児に専念」）











（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）
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図3-9　男女共同参画についての学習状況（「育児に専念」）
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図3-8　男女共同参画への理解（「夫は外、妻は家庭」）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（男女共同参画についての学習状況）
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（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





図3-7　男女共同参画についての学習状況（「夫は外、妻は家庭」）
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（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





図3-6　小学生のころの家事の担い手（「育児に専念」）











図3-20　家事の担い手（「育児に専念」）











（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





（家事の担い手）


主として妻  n=245 


どちらかというと妻


 n=519


主として夫 n=5


どちらかというと夫


　n=7


夫と妻が同じくらい分担


　n=410


わからない n=64








図3-21　将来の生活設計（「夫は外、妻は家庭」）














（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（将来の生活設計）
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図3-22　将来の生活設計（「育児に専念」）











（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





図3-23　理想と考える働き方（「夫は外、妻は家庭」）











図3-25　理想と考える働き方（「夫は外、妻は家庭」）-男子











図3-26　理想と考える働き方（「育児に専念」）








図3-28　理想と考える働き方（「育児に専念」）-男子








（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ）





（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





（子どもが３歳くらいまでは育児に専念）





図3-27　理想と考える働き方（「育児に専念」）-女子
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（理想と考える働き方）
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図3-24　理想と考える働き方（「夫は外、妻は家庭」）-女子
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